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評価の概要 

研究課題名：原子力と地域住民のリスクコミュニケーションにおける人文・社会・医科学によ

る学際的研究 

研究代表者（研究機関名）：中川 恵一（東京大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：高村 昇（長崎大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：伴 信彦（東京医療保健大学） 

再委託先研究責任者（研究機関名）：宮崎 真 （福島県立医科大学） 

研究期間及び研究費：平成２４年度～平成２６年度（３年計画） ８１百万円 

項 目 要 約 

１．研究の概要 大規模原発事故後の望ましいリスクコミュニケーションのあり方を明

らかにするため、福島県の地域住民（とりわけ飯舘村民）を対象とした

リスクコミュニケーションの現状分析と、主として医学・心理的な側面

についてコミュニケーションスキルの評価を行い、低線量被ばくについ

てのリスク情報が受け取られる際の社会的文脈の役割と機能を解明す

ることを目的として研究を実施した。 

２．総合評価  多様かつ領域横断的な試みが精力的に推進され、特に、住民との密接な

関係性の樹立によって極めて優れた実践的成果を上げている。今後、本

研究で得られた経験知を一般化されることを期待する。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 
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